





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑴　　Ord Front Magasin 4/2000　スウェーデンの雑誌。A4判で100頁前
後。
⑵　　「石の道」（Stenväg）は岡部の著『女人歳時記』（河原書店　1967年）
より、また、「石仏のお声」（Stenbuddhornas röster）は『水平へのあ
こがれ』（明石書店　1998年）より。
⑶　　前出⑴の『オールド・フロント・マガジン』2000年4月号の58～61
竹　長　吉　正
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ページに「石の道」「石仏のお声」の文章、石仏の写真（撮影・入江泰
吉）、岡部の写真（撮影・記者※平田氏、ヴィデーウス氏）が載ってい
る。
⑷　　この宅配便（ヤマト便）は竹長の郷里の家に届けられた。この年の
3月、岡部宅を訪ねた折、郷里の美浜町立図書館に「先生のご著書を
数冊寄贈した」と話したことがあり、そのことをおぼえていて送って
くださったものと思われる。先生は2000年、満七十七歳を境にして、
「ある強い決心」をされたものと考えられる。封筒に「写真在中」とあ
るのは先生のご自宅から近い鴨川のほとりを、桜満開の頃、散歩され
ている御姿の近影二葉。
〈44〉　2003年（平成15）4月23日
　　　（封書、ペン書）　便せん2枚　80円切手
表　　〒346‐0016　埼玉県久喜市東三丁目十一、十五
裏　　〒603‐8133　京都市北区出雲路松ノ下町16
　　京都北　15・4・24　12‐18
　このたびはお揃いでご来宅（注1）下さいましてありがとう存じました。い
ただいたお写真をアルバムに張って大切に拝見しております。
　今回の「シカの白
しろ
ちゃんと伊都子の出合い」展（注2）もお蔭さまで　遠近
　多くの方々が来て下さり、下手な話もトークも　たのしく受けていただ
いて終りました。
　お近くだったら……と思いました。ずい分遠いところからも、未知の方々
おこし下さって　「伊都子ファミリーだね」と言われました。こんな幸せな
思いをさせてもらっていいのかなと恐縮しているところです。
　ありがとうございました。
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注
⑴　この年3月18日㈫、妻君子と共に先生宅を訪ねた。
⑵　　「シカの白ちゃんと伊都子の出合い」展はこの年4月8日㈫～4月13
日㈰、ギャラリーヒルゲート（京都市中京区寺町通三条上ル535）で開
催された。白ちゃんを撮影した写真や、白ちゃんを描いた絵が展示さ
れたり、『シカの白ちゃん』韓国語版の紹介があった。また展示期間中
の4月12日㈯には日本キリスト教団洛陽教会（上京区寺町通丸太町上
ル東側）で岡部と窪島誠一郎氏との対談があった。竹長の次女史が小
学生の時、『シカの白ちゃん』を読書感想文に書いたことがあり、その
ことを以前、伝えてあったので、先生は史にも会いたそうだった。史
は社会人となっており、仕事の関係で都合がつかず、また、私も所用
があり、このイベントには参加できなかった。残念である。
〈45〉　2003年（平成15年）5月17日
　　　（郵便小包中の封書、ペン書）　一筆箋
　ごめんなさい。日誌に書かれていた時の「ざんげ」が、見当らず、先
生（注1）が私にふれて下さったものばかり、ていねいにはってあります。
　1953・54（注2）といったところ、世間しらずの私、おゆるし下さい。
　先生のご本もあるはずですが、どこをどう探したらよいのか。
　ごめんなさい。
注
⑴　　「先生」とは、眞
ま た に
渓涙
るいこつ
骨のこと。岡部は眞渓のことについて、「〈連
載〉思いこもる人々 24」（藤原書店の小冊子『月刊　機』2003年2月
号）で取り上げた。これを読んで私は眞渓の宗教新聞『中外日報』に
関心をもち、問合せたところ、この手紙及び新聞コピー、本を送られ
た。
竹　長　吉　正
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⑵　　眞渓涙骨のことば、「ざんげ一つ、そのざんげも自慢であったら地獄
の業だよ」は『中外日報』の常設コラム欄《日誌》（例えば『朝日新
聞』の《天声人語》、『毎日新聞』の《余禄》、『読売新聞』の《編集手
帳》のようなもの）の1953年（昭和23）6月20日号に出てくる。それ
をふまえて岡部は『中外日報』同年7月2日号に短文「ざんげ憧憬」
を書いている。なお、「1953」は1953年であるが「54」と言う数字が何
を指しているのか不明。たぶん、1954年のことではなかろうか。スク
ラップ帳の分類年号かと思う。竹長は西郷中学校時代の恩師眞渓義成
先生（クラス担任、理科主任）が印象に強くある。義成先生は浄土真
宗派の僧侶で、こわかった。親切なところもあったが、へんくつで頑
固な一面があり、わたしのまわりの子どもはたいてい、びくびくして
いた。いつ、マタニの雷が落ちるかとヒヤヒヤものだった。しかし、
わたしはどういうわけか先生に気に入られ、理科が好きになった。涙
骨さんとは別人だが、真宗派の人という点で、義成先生にも似た面が
あったのではなかろうかと思う。そんなことを想起した。
〈46〉　2005年（平成17）2月16日
　　　（葉書、印刷）　50円スタンプ
表　　〒346　埼玉県久喜市東3、11、15
　　　　　竹長　吉正
裏　　〒600‐8216　京都府京都市下京区東塩小路町六〇三番地二
　　　　　　　　　グラン・シティオ京都駅北通り五〇一号
　　　　　　　　　（西洞院通り七条下ル）
　　　　　岡部　伊都子
　　京都中央　17・2・18　18‐24
　二〇〇五年になって、もう二月になりました。
　お元気でお過ごしのことと存じます。私もお蔭さまで、何とか無事に過
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ごさせてもらっておりますが、これまで三十年近く住まわせてもらった出
雲路の家を出て、京都駅近くのマンションへ移りました（注1）。ここには甥一
家が住んでおりますので、何かあれば助けてもらえます。流転人生も、こ
れで終わりかなと、戦争や病気、仕事などで、転々と十五回近くも転居し
てきた運命をかえりみて、どの家にも「ありがとう」とお礼を申したい気
持……お笑い下さい。
　それでは新住所からのご挨拶、今後もよろしくお願い申し上げます。
注
⑴　　岡部はこの年3月6日で満82歳となる。体調の不安を覚え、甥一家
の住むマンションの一室に転居した。そして、2008年（平成20）4月
29日午前3時59分、死去。病名は肝臓癌。享年85歳。主治医島津恒敏
氏のお話によると、岡部は2000年に肝臓癌の発症を知らされていたが、
肝硬変はなく比較的元気な生活を送っていたという。その後入退院を
繰返したが、2007年9月以降、呼吸不全や息切れが目立つようになり、
在宅で酸素濃縮機を設置し酸素吸入を行ったりした。2008年4月23日、
京都市立病院に入り4月29日早朝、亡くなった。5月31日、同志社新
島会館で「偲
しの
ぶ会」があった。私は妻君子と共に参加した。七百人が
花をたむけた。
